




A Study on the Production of High Definition TV drama
Based on a case study of drama-roman “Hojo Tokimune”
UEHARA Yasuo
Abstract
Digital hi-vision broadcasting (digital high-definition broadcasting) was inaugurated here in Japan in
2001. The digital hi-vision broadcasting is a superb medium with multilateral functions, such as the sta-
ble frame of horizontal and vertical ratio (16:9), high definition, high quality of sound, multilateral
frame, interactive TV broadcasting, data broadcasting, among others. This system has begun to change
from the ground up the attitude and participation of the audience and the techniques of the image pre-
sentation of the conventional TV broadcasting.   No doubt the huge, impressive image and high quality
of sound equivalent to that of CDs give us a sense of presence.  Technically, no deterioration is evident
both in images and sound, and this system is widely employed in movies because of CG composite.
I was in charge of TD (technical director) of NHK, when the digital hi-vision drama-roman “Hojo
Tokimune” was produced.  Based on my experiences, I consider the vital significance of producing
the program and the problems involved in the hi-vision production.














ハイビジョンは縦横比（1 : 1.77）で黄金分割（1 : 1.618）に近く、安定した画面である。
現行の 525 方式に比べ、5倍の情報量を持ち、色彩の鮮やかさや立体感と質感、包み込まれ






ハイビジョン放送の音声は PCM（pulse code modulation : パルス符号変調）方式により、




















注視点数�1～9     20～29     40～�
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図-2 現行テレビでの注視点密度分布
注視点数�1～9     20～29     40～�
10～19   30～39
図-3 ハイビジョンでの注視点密度分布





























































































平成 13 年 1 月 7 日（日）～ 12 月 9 日（日） 午後 8時～ 8時 45 分
49 回放送
７．制作期間
平成 12 年 7 月 6 日～平成 13 年 10 月 12 日　約 14 ヶ月
スタジオ収録 41 週　136 日　ロケ 68 日
８．スタジオ制作
2 週で 7 日収録とした。NHK106st（200 坪）を専有化し、回数をまたがってセット中心の













































として、スタジオ本番収録と同時に編集素材もデジタイズした。1/5 圧縮で 1 日の収録分



































































































少なくするため、ソフトフォーカス系のフォグ 1/8 やプロミスト 1/4 などのフィルターを付




















































（W72mm× H103mm× D109mm 950g 池上製）をステディカムで多用した。この方式で
はカメラマンへの負担は少なく、地形の悪いロケでもダイナミックな映像表現ができた。こ



























































テレビ放送は 2011 年には全国的にハイビジョン化される。また、地上波は 2006 年にはデ
ジタル化され、その放送分の多くはハイビジョンとなる。時はハイビジョン化へ急速に移行
している。したがって、教育現場ではハイビジョンによる作品制作が必要な時期になってい
る。特に映像制作を指向する学生は最新の技術で、感性を伸張し優れた作品を創らねばなら
ない。そして、それらの作品のアーカイブス化にもハイビジョンは有効である。
この小稿が本大学での教育および社会的に認知される映像制作者の育成に役立てば幸いで
ある。
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